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特 別 講 演





「作業療法の多様性と可能性」

日本作業療法士連盟　会長
杉原　素子

　私は、日本の作業療法士資格を取得してから約半世紀の間、作業療法士という立場で、直接養
成教育及び障害児者・高齢者の通所・入所施設管理を行い、80 歳で、作業療法士としての務めを
終えました。私が、日本作業療法士協会会長の任にあったのは８年間でしたが、２人の協会長（矢
谷令子２代、寺山久美子３代）時に事務局長や副会長を兼任しておりましたので、協会運営や養
成教育のありようについては他の役員たちと学び続けてきました。
　古い話で恐縮ですが、私が学んだ大学の前身は師範学校であり、忠実にも、私は教育学専攻の
領域におり、作業療法士の４年制課程における教育のありようをずっと考えていたのだろうと思
います。大学院に所属していても、研究や技術開発というよりは「management」、しかも地域社
会における大学の役割や位置づけ・有用性を常に考えていました。
　広く、社会の中の作業療法士の存在意味を考え、「大学とは何か」、「人口減少時代の地方社会の
希望」に辿り着きました。最近、国際医療福祉大学作業療法学科の卒業生が、次から次に自分た
ちが働く地域での活躍ぶりを紹介し合い、意見交換を行っている状況を傍らで眺めながら、「日本
にもいよいよ新しい社会が到来する」、「若い世代（団塊ジュニア世代）がこれまでの日本の社会
を変えていくエネルギーがある」、と確信するに至ったのでした。「地域分散型社会」に向かって、
日本がフロントランナーとして積極的な役割を果たしてほしいと切に願っています。作業療法の
「地域リハビリテーション」は、医療の狭い範囲のイメージではなく、ステップアップした地域社
会をけん引する力になって欲しいし、次のステップの多文化共生社会に自治体や国際交流協会や、
NPO・NPG等仲間を広げ、気が付いたら「共生社会の実現」になるように期待しています。

【略歴】
1968 年	 お茶の水女子大学大学院人文科学研究科教育学専攻修了、文学修士
1968 ～ 1970 年	 神経科クリニック勤務
1970 ～ 1971 年	 東京都心身障害者福祉センター勤務
1971 ～ 1973 年	 米国南カリフォルニア大学に留学
1973 年	 	米国南カリフォルニア大学作業療法学科資格コース修了、米国作業療法士資格取得、作業療法士

免許登録
1973 ～ 1985 年	 府中リハビリテーション学院（府中リハビリテーション専門学校）勤務、作業療法学科長
1979 年	 第 13 回日本作業療法学会学会長
1979 ～ 1986 年	 日本作業療法士協会常務理事、理事、副会長を歴任
1985 ～ 1995 年	 東京都心身障害者福祉センター肢体不自由科長
1985 ～ 1998 年	 日本作業療法士協会事務局長
1995 ～ 2008 年	 国際医療福祉大学教授（この間、作業療法学会長、保健学部長を歴任）
2000 ～ 2008 年	 国際医療福祉リハビリテーションセンター勤務（この間、副センター長、センター長を歴任）
2001 ～ 2009 年	 日本作業療法士協会会長
2008 ～ 2021 年	 社会福祉法人新宿けやき園会長
2008 ～ 2023 年	 国際医療福祉大学大学院教授
2009 ～現在	 日本作業療法士協会顧問、日本作業療法士連盟会長
2010 ～ 2018 年	 国際医療福祉大学　小田原保健医療学部長、医療福祉学部長、成田保健医療学部長を歴任
2013 ～現在	 日本作業療法士協会名誉会員
2023 ～現在	 国際医療福祉大学大学院名誉教授

特別講演　10：10　～　11：10　　　　　
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シ ン ポ ジ ウ ム





「選ばれる魅力的なOTになるために」

司会：赤木　正雄（萩市国民健康保険　弥富診療センター）

シンポジスト

　久保田　樹（株式会社やつなみ）
　山田　朋子（まちのリハビリ室ベッタ）
　徳本　武司（特定非営利活動法人キセキ）
　工棟　未希（tonton）

シンポジウム

久保田　樹（株式会社やつなみ）

　15年の作業療法人生の中で、子どもたちと関わっている時間はまだ２年ほどです。実は、その前
の高齢者分野での経験の中で、思い描いてきたことが今の私の基礎となっています。通所介護にい
らっしゃる方の多くから「ひとに迷惑をかけたくない」「夢を語る年じゃない」といった話をよく聞
きます。しかし、私は「高齢者の可能性」を信じていました。高齢者の経験値、包容力、知恵…そういっ
た、数値にならない価値がこの方々にはあります。若者には真似のできないその力を引き出し、ふ
くらませ、世の中に顕現することができれば、もっとお互いを認め尊ぶことができると思っています。
それができるのが作業療法士の専門性ではないでしょうか。
　今は放課後等デイサービスのみの運営をしていますが、今後は子どもと高齢者、そして地域の誰
でも寄り集まってきて、おしゃべりしたり、畑を手伝ってくれたり…考えただけでワクワクが止ま
りません。
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山田　朋子（まちのリハビリ室ベッタ）

　愛媛十全医療学院を卒業し埼玉県の病院に勤務。Uターンして防府市、山口市の法人で勤務。約
29 年の臨床勤務を経て退職し、R4.8.1 開業。同年 12.12 まちのリハビリ室ベッタを開店。体を内側
から（栄養）と外側から（運動）サポートするサロンとして運営。来店者の不調の背景には多様な
要因があり、OTの強みである心身機能の分析をもとに対応している。
＜現在の事業内容＞ 1. オーダーメイドリハビリ（個別、時に戸別に体調や日常生活、社会参加、ス
ポーツ等のお困りごと、なりたいに対応）事例：中枢神経疾患後遺症ボディメンテナンス、家族介
護による体調不良、慢性疼痛による活動低下、発達障害児の支援、食事指導を受けた方の調理実習、
屋外歩行への寄り添い、アスリートの料理教室。2. 委託業務　山口市（百歳体操・介護予防出張講座・
専門職派遣事業）、飲食業関係へのアスリートフードや健康食メニュー開発、職場環境改善、事業
所の技術支援、後進育成。
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徳本　武司（特定非営利活動法人キセキ）

　私は今まで医療の回復期や維持期、外来、老健では入所や通所、地域では就労支援、自動車運
転支援、制度外の訪問、刑務所の更生支援、養成校や研修の講師、企業内ジョブコーチ支援、労
働局や法務局の委員、県の外郭団体役員など様々な分野に携わらせていただいた。周囲からは期
待された反面、言い表しにくい職種であったのも事実だろう。事前質問で「OTの強み」が話題と
なったが、私は「幅広い視点と多くの介入方法で効果的に実践できる」と経験を踏まえて説明した。
例えば調理練習の場合、役割の再獲得もあれば、認知面維持向上、有用感、家族間の話題、外出
のきっかけ、仕事として等々、様々な視点を用いて介入する。それゆえ適切な介入には幅広い知
見が必要と理解し、努力し続けているのも強みだろう。地域では多職種が同じフィールドに集ま
るが、多様性の中でOTの可能性を広げていくには、他には無い奥深さを強みとして活かすこと
が重要と考えている。
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工棟　未希（tonton）

　私は、平成 27年 11 月より、発達の気になるお子さんとそのご家族皆さんの豊かな暮らしのサポー
トをしたいと思いtonton（トントン）を開業しました。自分の支援の仕方が正解かは分かりませんが、
気づけば独立をして８年になります。私の所に来ているお子さんは、自分をしっかり持っています。
しかし、そんな自分を上手に表現できなかったり、表現しすぎてしまったりと様々です。その子に
とってのベストを出すためにも安心して自分を表現できるお手伝いが出来ればと思っています。ま
た、ご家族を含めて皆で同じ空間を共有する事で「楽しい経験」という成功体験を積むことで、生
活していくパワーに繋げて行けるように日々、活動しております。
　今回のシンポジウムでは、様々な場所でOTとして活動されている方とお話が出来るという事で
とても楽しみにしております。色んな形のOTがある事で、支援を必要としている方が、自分に合っ
たOTを選べるようになったらいいなと思います。
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一 般 演 題





凍傷による両手指切断患者の末梢循環障
害に対して，介入初期に Multi Cuff Care
を用いた一例
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COVID19 患者の ADL 低下に影響を
与える要因についての検討
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急性外傷による橈骨遠位端骨折患者は
療法士に対してどのようなリハビリ
テーションを希望しているか
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バーチャルリアリティ（ＶＲ）技術を
応用し，洗濯動作獲得に繋がった 1 例
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運動主体感の獲得によって把持動作が可能
となった左視床出血の重度上肢麻痺症例
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認知症カフェでのフレイル予防対策
～地域支援で私達専門職が行える事～
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経鼻経管栄養利用者の寝たきりから
の変化
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リハビリスタッフが認識する介護者
の介護負担感に影響を及ぼす要因と
その対応策について
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作業中心の実践により，内閉的言動
から脱却し，活動的になった事例
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運転対策委員会地区連携サポート事
業を活用した自動車運転再開事例
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自動車運転支援における「作業に根
ざした実践 2.0」の臨床有用性
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「動かんっちゃ」から「一人で歩くっ
ちゃ」に気持ちが変わるまで
- 多職種連携における OT の役割 -
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心不全患者の不安に対する OT の関わ
り～自己管理能力が向上した一例～
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自助具を装着し書字，パソコン入力が
自立し復職できた１症例
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認知機能と生活の関係
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